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寺院名物シリーズ　　立善寺の「五劫思惟の像」（大田東組）

「石見の左甚五郎」と呼ばれた、名工初代「清水巌
いわお

」の彫った『五劫思惟の像』（高さ18cm）
立善寺に泊ったお礼に彫ったと伝承されている。明和8年（1771年）5月　旅客として波根に立ち寄り、

名号を称えつつ、一刀一刀心を込めて彫ったものだと銘がある。

去
る
七
月
四
日
（
木
）
宗
派
伝
道
本

部
に
お
い
て
「
本
年
度
第
一
回
の
実
践

運
動
中
央
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
冒
頭
総
長
よ
り
『
明
年
六
月
の

法
統
継
承
予
算
が
承
認
さ
れ
い
よ
い
よ

「
新
た
な
始
ま
り
」
を
実
感
す
る
。
こ
れ

ら
思
い
の
中
に
も
昨
年
度
よ
り
取
り
組

み
を
始
め
た
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
」
に
お
け
る
教
区
、
特
区
、
組
、

本
願
寺
、
直
轄
寺
院
、
直
属
寺
院
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
実
践
目
標
が
出

揃
っ
た
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
計
画
に

添
っ
て
運
動
に
取
り
組
ま
れ
た
い
』
旨

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
概
要
報
告
の
後
、
二
〇
一
二

（
平
成
二
十
四
）
年
度
伝
道
本
部
（
宗
務

所
）
各
教
区
・
特
区
の
運
動
推
進
状
況
・

点
検
結
果
等
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
協
議
の
場
で
は
活

発
な
議
論
が
交
さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は

こ
れ
ま
で
の
基
幹
運
動
の
総
括
も
充
分

と
は
云
え
な
い
ま
ま
に
実
践
運
動
に
移

行
す
る
こ
と
は
拙
速
の
感
を
拭
い
得
な

い
、
又
、
地
方
・
地
域
の
身
近
な
課
題

を
ふ
ま
え
た
実
践
と
運
動
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
が
参
加
の
拡
が
り
へ
つ
な
が
る

と
す
る
も
、「
何
を
や
っ
て
も
良
い
」
の

実
践
目
標
は
全
国
多
岐
に
わ
た
り
、
共

有
す
る
運
動
の
理
念
や
、
収
斂
す
る
物

語
り
性
が
確
認
出
来
な
い
。

特
に
、
こ
の
度
の
三
ヶ
年
と
い
う
短

い
計
画
年
度
に
あ
っ
て
運
動
の
点
検
・

評
価
を
求
め
る
も
、
そ
の
基
準
す
ら
曖

昧
で
あ
り
、
甘
い
自
己
評
価
に
終
わ
り

か
ね
な
い
。

こ
れ
ま
で
基
幹
運
動
と
し
て
長
年
取

り
組
ん
で
来
た
「
同
朋
運
動
・
門
信
徒

会
運
動
等
」
が
そ
れ
ぞ
れ
新
組
織
に
お

い
て
経
常
部
門
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
へ
の
疑
問
も
投
じ
ら
れ
た
。

総
体
と
し
て
、
こ
の
度
の
「
御
同
朋

の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）」

が
定
着
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
議
論

と
試
行
錯
誤
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ

と
で
あ
る
。

私
達
の
山
陰
教
区
に
あ
っ
て
は
新
た

な
組
画
も
成
り
、
各
組
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
や
課
題
も
異
な
る
こ
と
で
あ
る
が
昨

年
実
施
し
た
「
寺
院
実
態
調
査
」
を
活

用
し
、
組
内
議
論
を
深
め
な
が
ら
地
域

に
根
付
い
た
実
践
運
動
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
こ
と
切
で
あ
る
。

今
年
度
第
一
回
中
央
委
員
会
を
終
え
て

　澤

　田

　隆

　之

25

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
　委

　員

中

央

委

員

会
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期　

日
：�

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
六

日
（
木
）午
前
十
一
時
〜
午
後

二
時

場　

所
：�

本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン

タ
ー

出
席
者
：
八
名

議　

題
：�

平
成
二
十
四
年
事
業
報
告
・

予
算
補
正
案
・
決
算
報
告
・

事
業
計
画
案
・
予
算
案

　
　
　
　

�

役
員
改
選
・
篤
志
面
接
委
員

の
連
盟
加
入
・
各
施
設
状
況

報
告
な
ど

内　

容
：

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
副
支
部
長
に
高
野
顯
信
師
、

幹
事
に
藤
森
観
海
師
、
岳
田
忍
司
師
、

監
査
に
上
杉
正
之
師
、
内
藤
大
拙
師
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

篤
志
面
接
委
員
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
は
教
区
矯
正
教
化
連
盟
に
加
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
山

陰
教
区
で
は
未
加
入
で
あ
る
た
め
、
今

後
加
入
を
勧
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

各
施
設
状
況
報
告
で
は
会
員
一
人
ず
つ
、

施
設
に
お
け
る
活
動
状
況
を
報
告
な
さ

れ
、
大
変
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

「
矯
正
教
化
連
盟
山
陰
教

区
支
部
総
会
」
報
告

7
・
29�

鹿
足
組　
　

常
光
寺　

　

�

裏
山
よ
り
境
内
地
に
鉄
砲
水
（
床
下
浸

水
）

8
・
7�

大
田
東
組　

正
蔵
坊　

　

墓
地
擁
壁
（
石
垣
）
崩
落

8
・
29�

鹿
足
組　
　

蓮
得
寺　

門
徒
３
戸
被
害

8
・
30�

江
津
組　
　

慈
照
坊　

門
徒
被
害

江
津
組　
　

正
蓮
寺　

　

�

裏
山
よ
り
境
内
地
に
土
砂
流
入
（
納

骨
堂
等
一
部
損
壊
）

江
津
組　
　

覚
王
寺　

門
徒
被
害

江
津
組　
　

西
教
寺　

門
徒
被
害

8
・
31�

江
津
組　
　

蓮
敬
寺　

門
徒
被
害

江
津
組
（
川
平
）
正
福
寺　

　

�

裏
山
よ
り
境
内
地
（
庫
裡
裏
）
に
土

砂
流
入

江
津
組　
　

長
玄
寺　

門
徒
被
害

邑
智
西
組　

浄
蓮
寺　

被
害
な
し

9
・
2�

邑
智
東
組　

高
善
寺　

　

山
門
脇
法
面
一
部
崩
落

邑
智
西
組　

天
蔵
寺　

　

�

裏
山
よ
り
境
内
地
（
庫
裡
裏
）
に
土

砂
流
入

教
務
所
長

災
害
見
舞
巡
回
寺
院

邑
智
西
組　

西
善
寺　

門
徒
被
害

邑
智
西
組　

光
西
寺　

門
徒
被
害

浜
田
組　
　

清
岸
寺　

　

裏
山
・
山
門
脇
法
面
一
部
崩
落

邑
智
西
組　

願
入
寺　

門
徒
被
害

浜
田
組　
　

正
蓮
寺　

門
徒
被
害

浜
田
組　
　

順
興
寺　

門
徒
被
害

浜
田
組　
　

覚
永
寺　

門
徒
被
害

9
・
3

浜
田
組　
　

正
念
寺　

門
徒
被
害

浜
田
組　
　

光
現
寺　

　

�

裏
山
よ
り
境
内
地
（
本
堂
裏
）
に
土

砂
流
入　

門
徒
被
害

江
津
組　
　

浄
光
寺　

門
徒
被
害

江
津
組　
　

慈
照
坊　

　

2
回
目
（
お
見
舞
い
伝
達
）

江
津
組　
　

西
楽
寺　

　

�

裏
山
よ
り
境
内
地
（
本
堂
・
庫
裏
裏
）

に
土
砂
流
入

9
・
11

大
田
西
組　

浄
土
寺　

門
徒
被
害�

浜
田
組　
　

光
西
寺　

門
徒
被
害

　

こ
の
7
月
・
8
月
の
島
根
県
西
部
を

中
心
と
す
る
水
害
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
様
方
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
水
害
に
よ
り
ご
逝

去
な
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
お
悔
み
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

二
〇
一
三
年
九
月
十
一
日
現
在
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キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

が
七
月
二
日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
行
わ
れ
、
参
加
者
は
二
十
三
名

で
し
た
。

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
で
は
、
今
年
度
新
た

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
、
今
回

は
そ
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
山
よ
り
中
央
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
推
進

委
員
の
松
月
博
宣
師
を
お
迎
え
し
、「
さ

ら
に
根
付
か
せ
る
た
め
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
鳥
取
因
幡
組
、
飯
南
組
、

江
津
組
の
代
表
の
方
よ
り
各
組
で
の

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
活
動
の
報
告
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
参
加
者
が
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
分

か
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
を
行
い
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
の

協
議
内
容
を
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
報
告
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
松
月
先

生
に
よ
る
ま
と
め
の
お

話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
元
記
念
館
（
大
根
島
の
松
江
市

役
所
八
束
支
所
）
を
午
後
の
会
場
と
し

た
今
年
の
総
会
で
し
た
。
書
斎
が
そ
の

ま
ま
再
現
さ
れ
、
蔵
書
は
三
万
冊
を
越

え
ま
す
。
学
生
紛
争
で
学
問
の
場
の
制

約
を
感
じ
財
団
法
人
東
方
研
究
会
を
設

立
さ
れ
、
退
官
後
は
東
方
学
院
を
設
立

し
、
学
院
は
八
束
の
記
念
館
に
も
昨
秋

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
松
江
市
殿
町
の
出
身
で
吉
田

史
章
住
職
（
記
念
館
N
P
O
理
事
）
の

真
光
寺
門
徒
で
す
。
先
生
は
松
江
を
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

と
て
も
丁
寧
な
言
葉
を
選
ん
で
お
使
い

で
し
た
。
日
本
書
紀
が
仏
教
伝
来
を

五
五
二
年
と
伝
え
た
の
は
、
仏
滅
後

千
五
百
年
の
像
法
に
入
っ
た
と
の
計
算

に
よ
っ
て
い
ま
し
た
。

先
生
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
即
位
か
ら

推
考
し
、
入
滅
は
紀
元
前
三
八
三
年
と

さ
れ
、
現
在
、
世
界
の
仏
教
学
会
の
共

通
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
陰
中
央
新
報
は
生
誕
百
年
に
「
学

者
は
特
殊
な
、
珍
し
い
テ
キ
ス
ト
を
取

り
上
げ
て
、
鬼
の
首
で
も
取
っ
た
よ
う

に
し
て
、
そ
れ
を
論
ず
る
。
し
か
し
あ

り
ふ
れ
た
古
典
の
中
か
ら
思
想
を
え
ぐ

り
出
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」。
和

辻
が
日
本
倫
理
思
想
史
の
演
習
で
語
っ

た
、
こ
の
言
葉
は
、
中
村
の
心
に
長
く

残
っ
た
。（
略
）
…
と
書
い
て
い
ま
す
。

島
根
県
人
と
し
て
、
山
陰
教
区
人
と

し
て
、
先
生
は
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

な
お
総
会
は
布
教
使
四
十
八
名
出
席
、

副
団
長
に
本
多
昭
人
氏
の
後
任
と
し
て

北
島
清
秀
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

布
教
団
総
会
・
研
修
会

大
田
東
組

　高
林
寺

　菅
原

　俊
軌

二
〇
一
三（
平
成
二
五
）年
度

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

平
成
二
十
五
年
度

実
践
運
動
山
陰
教
区
委
員
会
は
、
実
践

目
標
・
達
成
目
標
並
び
に
推
進
計
画
に
し

た
が
っ
て
、
活
動
を
さ
れ
て
い
る
寺
院
の

事
例
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
人
が
訪
れ
や
す
い
寺
院
環
境
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
め
ざ
す
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
務
所
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

１
枚
と
写
真
１
枚
程
度
を
教
区
報
に
事
例

を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

実
践
運
動
事
例
募
集
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四
月
一
日
（
金
）、
邑
智
西
組
光
西
寺
に

お
い
て
、「
山
陰
教
区　

ほ
と
け
の
子
ど
も

の
つ
ど

い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
区
内

よ
り
子
ど
も
た
ち
九
十
一

名
が
集

ま
り
、
仏
参
・
ゲ
ー
ム
・

ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご

し
ま
し
た
。

こ
の

集
い
の
開
催
に
つ
い
て
は

教
区
の

各
教
化
団
体
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
仏
婦
等
、
教
化
団

体
に
参
画
の

ご
依
頼
を
し
、
各
教
化

団
体
の
活
動

項
目
に
組
み
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。

な
お
、
こ

の
集
い
は
山
陰
教
区
内

を
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
周
り
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
は
二
十
四
年
春
休
み

に
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
予
定
で
す
。

御本山御用達　開明社員

七 條 袈 裟
五 條 袈 裟
色 衣・ 切 袴
黒 衣・ 布 袍
打 敷・ 戸 帳

旗 ・ 幕
念珠・門徒式章
裃・ 稚 児 装 束
記 念 品 一 式

期　

日
・�

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
日

（
火
）
午
後
一
時
三
〇
分
〜
午

後
五
時
二
十
分

場　

所
・�

本
願
寺
山
陰
教
堂　

教
化
セ
ン

タ
ー
研
修
室

出
席
者
・
午
前
十
五
名
・
午
後
六
十
名

連
絡
協
議
会

　

・�

葬
儀
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

　

・�

東
日
本
大
震
災
三
回
忌
法
要
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
出
勤
に
関
し
て

　

・�

山
陰
教
区
勤
式
指
導
所
の
設
置
に
つ

い
て

勤
式
研
修
会

　

・�

門
信
徒
の
問
い
に
答
え
ら
れ
る
「
基

礎
知
識
」
を
身
に
つ
け
る

期　

日
：�
平
成
二
十
五
年
六
月
五
日
（
水
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
二
時
四
十

分

場　

所
：�

本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン

タ
ー

出
席
者
：�

各
組
選
出
者
十
六
名
・
勤
式
担

当
者
三
名

議　

題
：
実
践
運
動
に
関
す
る
事
務
連
絡

　
　
　
　

�

実
践
運
動
推
進
協
議
会
に
つ
い

「
特
別
法
務
員
・
法
務
員
連
絡
協
議
会
・
勤
式
研
修
会
」報
告

「
実
践
運
動
各
組
選
出
者

　
連
絡
協
議
会
」
報
告

講　

師
・�
本
願
寺
式
務
部
長�

梶
原
教
朗
先

生

従
来
、
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
特
別
法

務
員
・
法
務
員
研
修
連
絡
協
議
会
」
を
教

区
内
全
僧
侶
対
象
に
発
展
さ
せ
、
初
め
て

の
試
み
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
中

は
特
別
法
務
員
・
法
務
員
の
方
を
対
象
と

し
た
連
絡
協
議
会
で
、
前
述
の
議
題
に
つ

い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
山
陰

教
区
内
で
勤
式
指
導
所
（
継
続
的
な
勤
式

の
学
び
の
場
）
を
開
設
し
た
い
と
い
う
話

が
な
さ
れ
、
教
区
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
開

設
す
れ
ば
ど
う
か
と
い
う
話
し
合
い
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
、
具
体
性
を
も
っ
た

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
実
現
に
向

け
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
午
後
は
、
全
僧
侶
を
対
象
と
し
た
勤

式
研
修
会
で
、
初
め
て
の
試
み
な
が
ら
多

数
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
願
寺

式
務
部
長
梶
原
教
朗
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
基
礎
的
講
義
は
も
ち
ろ
ん
で
し
た

が
、
浄
土
真
宗
の
僧
侶
と
し
て
の
心
構
え

を
改
め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
あ
り
が
た

い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

改
善
点
と
し
て
建
設
的
な
ご
意
見
な
ど
も

頂
き
ま
し
た
。
好
評
に
つ
き
今
後
も
こ
の

よ
う
な
研
修
会
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
別
に
開
催
す
る
僧
侶
研
修
会
の
際

に
も
時
間
を
設
け
て
勤
式
講
習
を
行
い
ま

す
の
で
、
勤
式
の
研
鑽
に
お
役
立
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

て

　
　
　
　

�

実
践
運
動
推
進
僧
侶
研
修
会
に

つ
い
て

　
　
　
　

勤
式
に
つ
い
て

内　

容
：
従
来
の
「
組
相
談
員
研
修
会
」

「
勤
式
推
進
者
研
修
会
」
を
併
合
す
る
形
で

各
組
選
出
者
の
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
え
て
し
て
上
意
下
達
」
と
い
わ
れ

た
従
来
の
組
織
見
直
し
、
但
し
そ
の
尊
い

実
績
・
成
果
は
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

は
自
分
た
ち
で
考
え
創
造
し
、
成
果
を
出

し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
代
わ
り

ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
実
践
運
動
に
つ
い

て
は
、
中
央
か
ら
の
講
師
も
な
い
連
絡
協

議
会
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
理
念
は
、
山

陰
教
区
で
力
を
結
集
し
、
推
進
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
教
区
勤
式
指
導
員
能
美
顕
之
先

生
か
ら
、
ご
門
主
の
ご
退
任
の
意
向
に
つ

い
て
、
本
堂
等
脇
壇
・
余
間
の
左
右
の
呼

称
変
更
に
つ
い
て
、
教
区
で
の
勤
式
研
修

会
に
つ
い
て
、
巡
讃
資
格
取
得
講
習
会
案

な
ど
の
詳
細
な
お
話
が
あ
り
、
最
後
に
各

組
に
お
け
る
勤
式
の
旗
振
り
役
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
の
切
な
る
思
い
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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こ
の
度
教
区
若
寺
族
婦
人
研
修
会
が
当

鳥
取
因
幡
組
で
の
開
催
と
な
り
、
お
陰
様

で
本
堂
で
一
日
研
修
と
い
う
な
か
な
か
な

い
貴
重
な
機
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
中
四
国
仏
婦
大
会
と
い
う
大
き

な
行
事
を
我
が
教
区
が
主
催
す
る
為
、
早

目
の
開
催
を
と
願
わ
れ
、
去
年
度
の
研
修

会
か
ら
ま
だ
三
か
月
も
た
た
な
い
う
ち
に

急
ぎ
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

組
内
寺
婦
に
よ
る
開
催
準
備
会
で
「
坊

守
は
今
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ぶ
べ
き
な

の
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
が
出
ま
し
た
。

そ
こ
で
何
と
か
現
役
で
活
躍
中
の
坊
守
さ

ん
の
お
話
が
聞
け
な
い
も
の
か
と
探
り
当

て
た
の
が
、
今
、
全
国
坊
守
寺
族
女
性
連

絡
会
で
機
関
紙
「
と
も
に
」
編
集
を
担
当

さ
れ
て
い
る
高
岡
教
区
善
興
寺
坊
守
飛
鳥

一
枝
先
生
で
し
た
。

飛
鳥
先
生
は
、
私
た
ち
の
素
朴
な
問
い

か
け
に
応
え
る
べ
く
、
ご
自
身
の
現
況
や

そ
れ
ま
で
の
こ
と
、
先
生
か
ら
見
え
る
全

国
の
坊
守
の
方
々
の
現
状
な
ど
を
丁
寧
に

お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
仏
婦
や

壮
年
会
の
よ
う
な
坊
守
の
全
国
組
織
が
本

山
の
教
化
団
体
に
は
な
く
、
だ
か
ら
全
国

坊
守
寺
族
女
性
連
絡
会
と
い
う
任
意
の
会

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

な
ど
、
先
生
の
素
直
な
考
え
方
や
お
話
は
、

同
じ
坊
守
同
志
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か

内
容
の
ど
こ
か
に
必
ず
共
感
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
の
班
別
討
議
も
リ
ー
ド
は
先
生
。

問
題
提
起
「
お
寺
の
問
題
点
」「
こ
れ
か

ら
の
お
寺
は
ど
う
あ
る
べ
き
」
を
「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
技
法
で
。
こ
の
技
法

だ
と
普
通
に
会
話
で
討
議
す
る
よ
り
本
音

に
近
い
意
見
が
登
場
し
、
私
た
ち
の
今
後

の
寺
院
生
活
や
活
動
へ
の
指
針
に
な
る
よ

う
な
考
え
方
、
ま
た
新
た
な
意
欲
が
め
ば

え
、
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
苦
労
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
「
お

育
て
」
と
う
け
と
め
、
寺
内
の
役
割
も
多

く
忙
し
い
中
で
も
自
分
に
必
要
と
思
う

と
、
で
き
る
こ
と
か
ら
意
欲
的
に
飛
び
込

み
学
ぶ
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
多
才
な
坊

守
さ
ん
に
な
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
の
姿
を

学
び
、
私
た
ち
も
こ
の
度
芽
生
え
た
意
識

を
今
後
も
持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

※
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

�

会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
、
流
れ
が
円

滑
に
進
む
よ
う
に
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
支

援
す
る
技
法
の
こ
と

若
寺
婦
研
修
「
坊
守
の
め
ざ
め
」
に
学
ぶ

鳥
取
因
幡
組

　願
正
寺

　衣
笠

　千
秋

期　

日
：�

平
成
二
十
五
年
七
月
九
日
（
火
）

午
後
一
時
三
〇
分
〜
午
後
四
時

場　

所
：
あ
す
て
ら
す

参
加
者
：
九
十
八
名

講　

題
：
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
っ
て
何
？�

講　

師
：
澤
ア
ツ
子
先
生　

　
　
　
　

�

前
島
根
大
学
男
女
共
同
参
画
推

進
室
教
授
・
室
長

　
　
　
　

�

公
益
財
団
法
人　

二
十
一
世
紀

職
業
財
団
島
根
県
駐
在
代
表

　
　
　
　

�

元
財
団
法
人　

し
ま
ね
女
性
セ
ン

タ
ー（
あ
す
て
ら
す
）事
務
局
長

　
　
　
　

松
江
組　

真
光
寺
門
徒

内　

容
：
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

島
根
県
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
第
一

人
者
で
あ
る
澤
先
生
に
講
義
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
同
朋
社
会
研
修
会
」
報
告

実
践
運
動
と
し
て
、
初
め
て
の
試
み
の

研
修
で
し
た
。

こ
の
研
修
は
、「
現
代
に
は
宗
教
が
欠

け
て
い
る
。
そ
し
て
宗
教
に
は
現
代
が
欠

け
て
い
る
」
と
い
う
哲
学
者
の
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
み
教
え
を
伝
え
て
い
く
社
会

（
人
）
に
は
、
今
ど
の
よ
う
な
問
題
（
苦
）

が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
た
め

教
区
の
中
心
的
立
場
に
あ
る
方
々
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、
新
鮮

だ
っ
た
、
受
講
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
声

が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
研
修
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
か
は
個
人
の
問
題
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
教
区
同
朋
社
会
部
会
と
し
て

は
概
ね
こ
の
よ
う
な
研
修
を
継
続
し
て
い

く
計
画
で
す
。

六
月
六
日
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
研
修
セ

ン
タ
ー
に
て
、
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
心
身
教
育
研
究
所
の
土
江

正
司
氏
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
言
葉
の
向
こ
う
の
体
験
に
触

れ
る
｜
こ
こ
ろ
の
天
気
描
画
法
で
学
ぶ
面

接
技
術
｜
」。

心
の
整
理
法
、
フ
ォ
ー
カ
シ
ン
グ
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
、
こ
こ
ろ
の
天
気
描
画

法
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
研
修
会

今
の
自
分
の
心
を
天
気
に
例
え
て
絵
を

描
き
、
そ
の
下
に
そ
の
天
気
を
描
い
た
理

由
や
、
心
に
思
っ
た
こ
と
を
「
つ
ぶ
や
き
」

と
し
て
記
入
。
最
後
に
、「
つ
ぶ
や
き
」
か

ら
言
葉
を
拾
っ
て
俳
句
の
よ
う
に
五
七
五

で
ま
と
め
る
と
い
う
作
業
で
し
た
。

こ
れ
を
三
〜
四
人
の
グ
ル
ー
プ
で
シ
ェ

ア
し
、
一
人
の
作
品
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー

が
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

三
十
二
名
の
ご
参
加
が
あ
り
、
お
一
人

お
一
人
「
気
付
き
」
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
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山
陰
教
区
寺
院
振
興
対
策
員
会
で
は
、
本

年
度
「
と
も
し
び
法
座
」
に
つ
い
て
「
二
十

会
所
開
座
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
平

成
十
四
年
度
か
ら
数
え
て
十
二
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
近
年
開
催
寺
院
が
固
定
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
教
区
で
は
さ
ら
に
多
く
の

お
同
行
に
、
じ
か
に
お
み
の
り
に
遇
う
ご
縁

を
お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

ご
寺
院
の
法
座
開
催
の
一
助
と
し
て
い
た
だ

き
た
く
、
ご
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
．
目

　
　的　

　

過
疎
・
高
齢
化
の
進
む
山
陰
教
区
に
あ
っ

て
、
住
職
の
不
在
等
の
た
め
法
座
開
催
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
寺
院
を
対
象
に
、
教
区
布

教
団
員
に
よ
る
法
座
を
開
催
し
、
そ
の
地
域

門
信
徒
の
御
法
義
相
続
と
寺
院
機
能
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
．
名

　
　称　

　

寺
院
振
興
「
と
も
し
び
法
座
」

三
．
対

　
　象　

　

組
長
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
寺
院
を
対
象
と

す
る
。

　

な
お
、
対
象
寺
院
の
選
定
は
当
該
組
長
に

よ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
希
望
寺
院
が
多
数

あ
る
場
合
、
教
区
が
調
整
す
る
こ
と
も
あ
る
。

四
．
法
座
内
容　

　

一
般
法
座
と
し
、
教
化
団
体
等
の
研
修
目

的
の
も
の
を
含
む
。
原
則
と
し
て
１
日
と
す

る
（
当
該
寺
院
の
要
望
を
聞
く
）。

五
．
出 

講 

者　

　

奉
仕
布
教
と
し
て
志
願
を
し
た
教
区
布
教

団
員
。

六
．
開
催
申
請　

　
「
と
も
し
び
法
座
」
対
象
寺
院
の
所
属
す

る
組
の
組
長
は
、
二
ヶ
月
前
ま
で
に
教
区
寺

院
振
興
対
策
委
員
会
委
員
長
に
申
請
書
（
様

式
①
）
を
提
出
す
る
。

七
．
実
施
報
告　

　
「
と
も
し
び
法
座
」
開
催
寺
院
、
ま
た
は
、

そ
の
寺
院
の
所
属
す
る
組
の
組
長
な
ら
び
に

講
師
は
「
と
も
し
び
法
座
」
開
催
よ
り
２
週

間
以
内
に
そ
の
実
施
報
告
書
（
様
式
②
）、

出
講
報
告
書
（
様
式
③
）
を
教
区
寺
院
振
興

対
策
委
員
会
委
員
長
に
提
出
す
る
。

八
．
経

　
　費　

　

実
施
報
告
を
受
け
て
、
教
区
は
、
該
当
寺

院
ま
た
は
該
当
組
に
対
し
て
開
催
費
用
と
し

て
一
万
円
を
支
給
す
る
。
ま
た
、
講
師
謝
礼

に
つ
い
て
は
、
交
通
費
等
と
し
て
一
会
所

一
万
円
を
支
給
す
る
。

備　
　

考�

★�

「
と
も
し
び
法
座
」
の
講
師
は
山
陰
教
区

布
教
団
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

★�　
参
詣
者
懇
志
は
該
当
寺
院
、
又
は
組
事

務
所
と
し
、
地
域
の
教
化
伝
道
に
充
て
る
。

★�

「
と
も
し
び
法
座
」
の
事
務
局
は
、
山
陰

教
区
教
務
所
に
置
く
。

「
と
も
し
び
法
座
」
開
座
に
つ
い
て

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
度
山

陰
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
の
総
会
・
研

修
会
を
、五
月
二
十
三
日
に
ビ
ッ
ク
ハ
ー

ト
出
雲
、
五
月
二
十
四
日
に
江
津
組
蓮

敬
寺
さ
ま
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、二
〇
一
二（
平
成
二
十
四
）

年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
度
の
事

業
計
画
案
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
度
は
、
実
践
運
動
研
修

会
と
し
て
、
仏
教
婦
人
会
連
盟
講
師
花

岡
静
人
先
生
に
講
師
と
し
て
ご
出
講
い

た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
な
ぜ
実
践
運
動
な
の
か
、

成
果
の
継
承
と
課
題
の
克
服
」。
基
幹
運

動
が
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」

（
実
践
運
動
）
と
名
称
を
改
め
推
進
す
る

こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

東
部
会
場
は
一
六
五
名
、
西
部
会
場

は
二
五
五
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
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私
は
龍
谷
大
学
の
学
生
だ
っ
た
時
、

「
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
認
定
同
好
会
黄
色
い

ト
マ
ト
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
と
言
っ

て
も
当
時
は
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
し
て

い
る
人
た
ち
は
お
ら
ず
、も
っ
ぱ
ら
ロ
ッ

ク
な
バ
ン
ド
ば
か
り
で
し
た
。
私
は
そ

の
部
で
「
ス
カ
」
と
い
う
音
楽
ジ
ャ
ン

ル
の
バ
ン
ド
を
組
ん
で
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
パ
ー
ト
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
。「
ス
カ
」と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
は
、
カ
リ
ブ
海
に
浮

か
ぶ
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
い
う

国
で
生
ま
れ
た
音
楽
で
、

非
常
に
ノ
リ
が
よ
く
聴
い

て
も
演
奏
し
て
も
楽
し
い

音
楽
で
す
。

学
生
生
活
も
終
わ
り
、

江
津
に
帰
っ
て
き
て
か
ら

も
ず
っ
と
ス
カ
の
曲
を
聴

い
て
は
い
ま
し
た
が
、
次

第
に
も
う
一
度
バ
ン
ド
を

組
ん
で
演
奏
し
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
山
陰
教

区
内
の
音
楽
好
き
で
楽
器
を
演
奏
で
き

る
人
た
ち
に
声
を
か
け
、
今
か
ら
２
年

前
何
と
か
ス
カ
を
演
奏
す
る
バ
ン
ド
を

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。名
前
は「
ザ
・

ス
ペ
シ
ャ
ル
坊
ズ
」
別
に
ス
ペ
シ
ャ
ル

な
坊
さ
ん
が
メ
ン
バ
ー
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
ザ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ズ
と
い
う

バ
ン
ド
の
曲
を
主
に
演
奏
す
る
か
ら
で

す
。

こ
の
「
ザ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
坊
ズ
」、
メ

ン
バ
ー
は
7
名
。
全
員
山
陰
教
区
内
の

本
願
寺
派
の
僧
侶
で
す
。
し
た
が
っ
て

今
ま
で
は
、
益
田
市
の
教
西
寺
様
で
行

な
わ
れ
た
鹿
足
組
若
婦
研
修
会
や
浜
田

市
三
隅
町
の
常
福
寺
様
の
カ
フ
ェ
寺
ス

と
い
っ
た
お
寺
の
行
事
で
ラ
イ
ブ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
練
習
の

合
間
に
は
ご
法
義
談
議
に
な
っ
た
り
、

ラ
イ
ブ
で
は
ト
ー
ク
が
自
然
に
ご
法
話

に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
一
応
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
私
は
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
全
員
お
坊

さ
ん
と
言
う
と
こ
ろ

が
気
に
入
っ
て
い
る

の
で
す
。
な
ぜ
な
ら

皆
が
阿
弥
陀
さ
ま
と

い
う
同
じ
方
向
を
向

い
て
い
る
か
ら
で

す
。
同
じ
み
教
え
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
く

仲
間
で
、
と
も
に
音

楽
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。
こ
ん
な
有
難
い
こ
と
は
な
い

な
と
、
遠
く
か
ら
練
習
に
参
加
し
て
く

れ
る
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
し
つ
つ
バ
ン
ド

活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
の
ご
案
内
：
9
月
19
日
（
木
）

浜
田
市
三
隅
町
石
正
美
術
館
の
「
お
月

見
の
会
」
に
出
演
し
ま
す
。
時
間
は
午

後
6
時
30
分
か
ら
で
す
。
同
時
に
三
隅

組
常
福
寺
若
院
の
三
浦
好
真
く
ん
の
ダ

ン
ス
教
室
の
発
表
も
あ
り
ま
す
。

江津組　光善寺
波北　顕

教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
の
総
会
・
研
修

会
が
四
月
二
十
一
日
、
本
願
寺
山
陰
教
堂

を
会
場
に
行
わ
れ
、
参
加
者
は
九
十
四
名

で
し
た
。

当
日
の
議
題
は
、「
平
成
二
十
四
年
度

連
盟
事
業
承
認
に
つ
い
て
」
並
び
に
「
決

算
承
認
に
つ
い
て
・
会
計
監
査
報
告
」
並

二
〇
一
三（
平
成
二
五
）年
度

教
区
仏
壮
連
盟
総
会
・
研
修
会

本
願
寺
山
陰
教
堂
の
ロ
ビ
ー
で
、「
東

日
本
大
震
災�

あ
れ
か
ら
二
年
」
と
題
し

写
真
展
示
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
野
川
教
務
所
長
が
宮
城
で

四
月
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
今
も
な

お
深
く
残
る

爪
跡
。
復
興

に
は
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か

か
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い

ま
す
。
ご
参

拝
の
折
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、

災
害
支
援
金

の
募
金
箱
も

「
東
日
本
大
震
災
」

ロ
ビ
ー
展
示

昨
年
度
よ
り
教
務
所
に
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
早
一
年
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
何
も
わ
か
ら
ず
多
く
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
を
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
が
「
教
区
仏
壮
連
盟
三
十
周
年
記
念

大
会
」
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

当
初
は
不
安
ば
か
り
で
し
た
が
、
皆
様

の
お
力
添
え
に
よ
り
無
事
大
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら

お
育
て
い
た
だ
き
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。��

ひ
と
こ
と

　
　
　山
陰
教
区
教
務
所

　
　
　
　
　書
記

　菅

　龍

　慈

び
に
「
平
成
二
十
五
年
度
連
盟
事
業
計
画

（
案
）
承
認
に
つ
い
て
」
並
び
に
「
平
成

二
十
五
年
度
連
盟
予
算
（
案
）
承
認
に
つ

い
て
」
並
び
に
「
規
約
改
正
に
つ
い
て
」

で
し
た
。

総
会
終
了
後
、
宗
派
よ
り
仏
教
壮
年
会

連
盟
活
動
推
進
講
師
の
藤
井
邦
麿
師
を
講

師
に
お
迎
え
し
、「
朋
友
の
輪
を
拡
げ
よ

う
〜
わ
た
し
の
実
践
運
動
〜
」
を
テ
ー
マ

に
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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表
紙
を
飾
っ
て
い
る
＂
寺
院
名
物
シ
リ
ー

ズ
＂
も
二
十
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
当
初
予
定
し
て
い
た
も
の
が
そ
の
お
寺

に
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
急
遽
拙
寺
蔵　

清
水　

巌
作
『
五
劫
思
惟
の
像
』
を
載

せ
ま
し
た
。

平
成
十
年
『
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
』

の
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
た
『
石
東
ブ

ロ
ッ
ク
寺
院
寺
宝
展
』
に
出
品
し
た
の
で

す
が
、
寺
宝
の
よ
う
な
も
の
は
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
六
月
十
六
日
山

陰
中
央
新
報
の
彫
刻
家
田
中　
　

さ
ん

の
記
事
を
見
て
、＂
清
水　

巌
＂
が
江
戸

時
代
「
石
見
の
左
甚
五
郎
」
と
呼
ば
れ

た
類た

ぐ

い
稀
な
る
名
工
で
あ
る
こ
と
を
知
り

驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
拙
寺
に
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
憚

は
ば
か

り
な
が
ら
教
区
報
の
巻

頭
写
真
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
ち
の
お
寺
に
は
も
っ
と
す
ご
い
も
の
が

あ
る
等
、自
薦
、他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ど
し
ど
し
教
区
報
編
集
委
員
会
（
教
務

所
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
又
教
区

報
に
新
風
を
吹
き
込
み
た
い
、
編
集
が
好

き
だ
、
編
集
委
員
に
な
り
た
い
と
燃
え
て

い
る
方
も
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
待
っ
て
ま
ー

す
。（
Ｒ
Ｓ
）

こ
の
た
び
の
組
画
変
更
に
よ
っ
て
新
江

津
組
が
発
足
し
て
一
年
三
ヵ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
新
組
は
六
組
か
ら
の
合
流
で
、

当
初
四
十
二
ヵ
寺
で
し
た
が
一
ヵ
寺
解
散

し
て
、
現
在
四
十
一
ヵ
寺
で
構
成
し
て
お

り
、
そ
の
中
十
四
ヵ
寺
が
無
住
（
代
務
）

寺
院
で
あ
り
、
組
の
運
営
や
活
動
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
各

組
の
活
動
や
運
営
の
仕
方
な
ど
相
当
な
違

い
が
あ
り
、
各
々
の
経
験
を
話
し
合
い
、

理
解
し
な
が
ら
活
動
や
運
営
を
進
め
て
い

ま
す
。

さ
て
、
組
画
変
更
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
論
じ
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
組
画
変
更
は
必
然
的
な
結
果
で

あ
り
、
浄
土
真
宗
の
伝
道
に
と
っ
て
江
津

地
域
を
一
つ
の
組
に
ま
と
め
て
実
行
す
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
各
寺
院
は
伝
道
拠
点
で
あ
り
、
住
職
・

僧
侶
・
坊
守
は
伝
道
者
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
所
属
門

徒
を
リ
ー
ド
し
、
教
化
の
先
頭
に
立
っ
て

活
動
す
る
義
務
と
責
任
と
を
持
ち
、
所
属

門
徒
だ
け
で
は
な
く
、
組
内
全
域
の
門
徒
・

信
徒
を
導
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

伝
道
教
化
の
内
容
と
は
、
ま
ず
仏
教
徒

と
し
て
の
意
識
の
養
成
が
第
一
で
あ
り
、

浄
土
真
宗
と
い
う
一
宗
派
に
所
属
す
る
前

に
一
人
一
人
が
仏
教
徒
で
あ
る
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
す
。
釈
尊
の
教
え
の
究
極
の
目
的
は
、

覚
る
・
悟
り
を
開
く
・
仏
に
成
る
・
成
道

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
仏
旗
を
掲
げ
、
梵

鐘
を
鳴
ら
し
、
生
命
の
尊
さ
を
説
き
、
食

物
を
は
じ
め
す
べ
て
の
物
の
大
切
さ
を
伝

え
る
こ
と
で
す
。
精
進
・
忍
辱
（
忍
耐
）

も
同
様
に
大
切
で
す
。

仏
教
的
な
精
神
基
盤
を
構
築
し
た
上

で
、
浄
土
教
・
浄
土
真
宗
の
意
義
を
強
調

す
る
こ
と
で
す
。
御
本
願
の
謂
れ
を
説
き
、

お
名
号
の
功
徳
と
働
き
と
を
語
る
こ
と
で

す
。
そ
の
際
、
国
家
と
い
う
価
値
が
御
法

義
よ
り
優
先
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
仏

教
や
お
念
仏
は
、
特
定
の
国
家
的
価
値
や

規
範
に
従
属
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
国
家

や
民
族
、
人
種
を
超
え
て
普
遍
的
に
伝
え

ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
浄
土
真

宗
の
伝
道
者
は
、
そ
の
使
命
を
充
分
自
覚

す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。　

南
無　

組
画
変
更
｜
江
津
組
の
場
合

江
津
組
組
長

　山

　
本

　
真

　
文




